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貸借対照表 （単位：百万円）
資産の部 令和２年３月末 令和３年３月末

 現金

 預け金

 買入金銭債権

 有価証券

　 国債

　 地方債

　 社債

　 株式

　 その他の証券

 貸出金

 　割引手形

 　手形貸付

 　証書貸付

 　当座貸越

 外国為替

　 外国他店預け

　 買入外国為替

　 取立外国為替

 その他資産

 　未決済為替貸

　 信金中金出資金

　 前払費用

　 未収収益

　 その他の資産

 有形固定資産

　 建物

　 土地

　 建設仮勘定

　 その他の有形固定資産

無形固定資産

　 ソフトウェア

　 その他の無形固定資産

繰延税金資産

債務保証見返

貸倒引当金

　 （うち個別貸倒引当金）

資産の部合計

27,247

969,606

7,769

434,001

54,574

42,243

262,585

1,556

73,040

1,434,920

23,899

11,625

1,382,234

17,160

880

813

7

60

14,336

508

10,269

52

2,022

1,482

27,599

5,824

19,969

308

1,496

943

777

165

6,890

11,744

△10,457

（△8,719）

2,925,482

28,517

816,703

13,200

414,243

３１,８０４

17,711

278,038

1,451

85,238

1,282,963

39,008

21,957

1,199,824

22,172

634

506

2

124

13,896

661

10,269

38

1,461

1,466

27,512

5,819

20,094

41

1,556

806

640

165

7,505

10,341

△11,807

（△9,924）

2,604,518

負債の部 令和２年３月末 令和３年３月末
 預金積金
　 当座預金
　 普通預金
　 貯蓄預金
　 通知預金
　 定期預金
　 定期積金
　 その他の預金
 借用金
　 借入金
 外国為替
　 未払外国為替
 その他負債
　 未決済為替借
　 未払費用
　 給付補塡備金
　 未払法人税等
　 前受収益
　 払戻未済金
　 払戻未済持分
　 金融派生商品
　 資産除去債務
　 その他の負債
 賞与引当金
 役員賞与引当金
 退職給付引当金
 役員退職慰労引当金
 ポイント損失引当金
 睡眠口座払戻引当金
 偶発損失引当金
 再評価に係る繰延税金負債
 債務保証

負債の部合計

 出資金
 　普通出資金
 　優先出資金
 　その他の出資金
 資本剰余金
　　資本準備金
 利益剰余金
　 利益準備金
　 その他利益剰余金
　　 特別積立金
　　 （経営安定化積立金）
　　 （土地圧縮積立金）
　　 当期未処分剰余金
 処分未済持分
 会員勘定合計
　 その他有価証券評価差額金
　 繰延ヘッジ損益
　 土地再評価差額金
 評価・換算差額等合計
純資産の部合計

 負債および純資産の部合計

純資産の部 令和２年３月末 令和３年３月末

2,623,879
176,561
932,906
9,314
2,411

1,426,875
57,205
18,605
181,600
181,600

2
2

5,283
810
2,292
36
41
646
94
49
0

711
600
1,068
45

1,265
478
68
202
237
1,489
11,744

2,827,366

2,478,708
136,998
740,414
8,817
14,986

1,467,540
58,933
51,018
9,600
9,600
1
1

6,406
824
2,354
41
41
803
97
24
492
695
1,031
1,066
45

1,221
432
70
225
284
1,490
10,341

2,509,895

26,695
13,945
4,362
8,387
1,317
1,317
67,654
11,504
56,150
52,701
（5,050）
（737）
3,448
△ 1

95,665
1,255
－

1,194
2,449
98,115

2,925,482

26,883
14,133
4,362
8,387
1,317
1,317
64,785
11,104
53,681
50,201
（5,050）
（737）
3,480
△ 2

92,984
439
1

1,197
1,639
94,623

2,604,518

損益計算書 （単位：千円）
科　目 令和元年度 令和２年度

経常収益

　資金運用収益　　

　　貸出金利息

　　預け金利息

　　コールローン利息

　　有価証券利息配当金

　　その他の受入利息

　役務取引等収益

　　受入為替手数料

　　その他の役務収益

　その他業務収益

　　外国為替売買益

　　国債等債券売却益

　　国債等債券償還益

　　その他の業務収益

　その他経常収益

　　貸倒引当金戻入益

　　償却債権取立益

　　株式等売却益

　　金銭の信託運用益

　　その他の経常収益

経常費用

　資金調達費用

　　預金利息

　　給付補塡備金繰入額

　　借用金利息

　　金利スワップ支払利息

　　その他の支払利息

　役務取引等費用

　　支払為替手数料

　　その他の役務費用

　その他業務費用

　　国債等債券売却損

　　国債等債券償還損

　　その他の業務費用

28,796,060

23,280,852

18,545,472

1,017,793

－

3,411,871

305,713

3,358,554

1,736,468

1,622,085

916,622

78,757

625,687

1,830

210,347

1,240,031

　－

1,031,936

17,257

94,546

96,291

25,042,078

1,825,399

1,783,851

23,466

2,232

15,590

258

1,194,213

544,377

649,835

1,145,365

296,941

504,444

343,979

28,874,875

22,877,828

17,834,425

887,471

458

3,808,440

347,031

3,431,125

1,809,975

1,621,150

1,113,748

94,050

840,216

1,313

178,168

1,452,173

632,886

518,022

26,700

123,986

150,576

25,011,537

2,316,070

2,263,866

29,858

3,554

18,785

5

1,211,080

566,549

644,530

732,788

137

300,673

431,977

科　目 令和元年度 令和２年度

経費

　人件費

　物件費

　税金

その他経常費用

　貸倒引当金繰入額

　貸出金償却

　株式等売却損

　その他資産償却

　その他の経常費用

経常利益

特別利益

　固定資産処分益

特別損失

　固定資産処分損

　減損損失

　その他の特別損失

税引前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

法人税等合計

当期純利益

繰越金（当期首残高）

土地再評価差額金取崩額

当期未処分剰余金

19,984,743

13,099,083

6,447,153

438,506

892,356

136,571

647,535

22,850

1,978

83,420

3,753,982

115,359

115,359

310,899

122,551

164,723

23,625

3,558,442

38,389

298,220

336,609

3,221,832

223,379

3,652

3,448,863

20,167,247

13,216,626

6,516,915

433,705

584,349

－

283,728

48,471

－

252,149

3,863,338

－

－

479,443

434,041

45,402

－

3,383,894

45,258

322,058

367,316

3,016,577

463,470

－

3,480,048

経理・経営内容
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貸借対照表 （単位：百万円）
資産の部 令和２年３月末 令和３年３月末

 現金

 預け金

 買入金銭債権

 有価証券

　 国債

　 地方債

　 社債

　 株式

　 その他の証券

 貸出金

 　割引手形

 　手形貸付

 　証書貸付

 　当座貸越

 外国為替

　 外国他店預け

　 買入外国為替

　 取立外国為替

 その他資産

 　未決済為替貸

　 信金中金出資金

　 前払費用

　 未収収益

　 その他の資産

 有形固定資産

　 建物

　 土地

　 建設仮勘定

　 その他の有形固定資産

無形固定資産

　 ソフトウェア

　 その他の無形固定資産

繰延税金資産

債務保証見返

貸倒引当金

　 （うち個別貸倒引当金）

資産の部合計

27,247

969,606

7,769

434,001

54,574

42,243

262,585

1,556

73,040

1,434,920

23,899

11,625

1,382,234

17,160

880

813

7

60

14,336

508

10,269

52

2,022

1,482

27,599

5,824

19,969

308

1,496

943

777

165

6,890

11,744

△10,457

（△8,719）

2,925,482

28,517

816,703

13,200

414,243

３１,８０４

17,711

278,038

1,451

85,238

1,282,963

39,008

21,957

1,199,824

22,172

634

506

2

124

13,896

661

10,269

38

1,461

1,466

27,512

5,819

20,094

41

1,556

806

640

165

7,505

10,341

△11,807

（△9,924）

2,604,518

負債の部 令和２年３月末 令和３年３月末
 預金積金
　 当座預金
　 普通預金
　 貯蓄預金
　 通知預金
　 定期預金
　 定期積金
　 その他の預金
 借用金
　 借入金
 外国為替
　 未払外国為替
 その他負債
　 未決済為替借
　 未払費用
　 給付補塡備金
　 未払法人税等
　 前受収益
　 払戻未済金
　 払戻未済持分
　 金融派生商品
　 資産除去債務
　 その他の負債
 賞与引当金
 役員賞与引当金
 退職給付引当金
 役員退職慰労引当金
 ポイント損失引当金
 睡眠口座払戻引当金
 偶発損失引当金
 再評価に係る繰延税金負債
 債務保証

負債の部合計

 出資金
 　普通出資金
 　優先出資金
 　その他の出資金
 資本剰余金
　　資本準備金
 利益剰余金
　 利益準備金
　 その他利益剰余金
　　 特別積立金
　　 （経営安定化積立金）
　　 （土地圧縮積立金）
　　 当期未処分剰余金
 処分未済持分
 会員勘定合計
　 その他有価証券評価差額金
　 繰延ヘッジ損益
　 土地再評価差額金
 評価・換算差額等合計
純資産の部合計

 負債および純資産の部合計

純資産の部 令和２年３月末 令和３年３月末

2,623,879
176,561
932,906
9,314
2,411

1,426,875
57,205
18,605
181,600
181,600

2
2

5,283
810
2,292
36
41
646
94
49
0

711
600
1,068
45

1,265
478
68
202
237
1,489
11,744

2,827,366

2,478,708
136,998
740,414
8,817
14,986

1,467,540
58,933
51,018
9,600
9,600
1
1

6,406
824
2,354
41
41
803
97
24
492
695
1,031
1,066
45

1,221
432
70
225
284
1,490
10,341

2,509,895

26,695
13,945
4,362
8,387
1,317
1,317
67,654
11,504
56,150
52,701
（5,050）
（737）
3,448
△ 1

95,665
1,255
－

1,194
2,449
98,115

2,925,482

26,883
14,133
4,362
8,387
1,317
1,317
64,785
11,104
53,681
50,201
（5,050）
（737）
3,480
△ 2

92,984
439
1

1,197
1,639
94,623

2,604,518

損益計算書 （単位：千円）
科　目 令和元年度 令和２年度

経常収益

　資金運用収益　　

　　貸出金利息

　　預け金利息

　　コールローン利息

　　有価証券利息配当金

　　その他の受入利息

　役務取引等収益

　　受入為替手数料

　　その他の役務収益

　その他業務収益

　　外国為替売買益

　　国債等債券売却益

　　国債等債券償還益

　　その他の業務収益

　その他経常収益

　　貸倒引当金戻入益

　　償却債権取立益

　　株式等売却益

　　金銭の信託運用益

　　その他の経常収益

経常費用

　資金調達費用

　　預金利息

　　給付補塡備金繰入額

　　借用金利息

　　金利スワップ支払利息

　　その他の支払利息

　役務取引等費用

　　支払為替手数料

　　その他の役務費用

　その他業務費用

　　国債等債券売却損

　　国債等債券償還損

　　その他の業務費用

28,796,060

23,280,852

18,545,472

1,017,793

－

3,411,871

305,713

3,358,554

1,736,468

1,622,085

916,622

78,757

625,687

1,830

210,347

1,240,031

　－

1,031,936

17,257

94,546

96,291

25,042,078

1,825,399

1,783,851

23,466

2,232

15,590

258

1,194,213

544,377

649,835

1,145,365

296,941

504,444

343,979

28,874,875

22,877,828

17,834,425

887,471

458

3,808,440

347,031

3,431,125

1,809,975

1,621,150

1,113,748

94,050

840,216

1,313

178,168

1,452,173

632,886

518,022

26,700

123,986

150,576

25,011,537

2,316,070

2,263,866

29,858

3,554

18,785

5

1,211,080

566,549

644,530

732,788

137

300,673

431,977

科　目 令和元年度 令和２年度

経費

　人件費

　物件費

　税金

その他経常費用

　貸倒引当金繰入額

　貸出金償却

　株式等売却損

　その他資産償却

　その他の経常費用

経常利益

特別利益

　固定資産処分益

特別損失

　固定資産処分損

　減損損失

　その他の特別損失

税引前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

法人税等合計

当期純利益

繰越金（当期首残高）

土地再評価差額金取崩額

当期未処分剰余金

19,984,743

13,099,083

6,447,153

438,506

892,356

136,571

647,535

22,850

1,978

83,420

3,753,982

115,359

115,359

310,899

122,551

164,723

23,625

3,558,442

38,389

298,220

336,609

3,221,832

223,379

3,652

3,448,863

20,167,247

13,216,626

6,516,915

433,705

584,349

－

283,728

48,471

－

252,149

3,863,338

－

－

479,443

434,041

45,402

－

3,383,894

45,258

322,058

367,316

3,016,577

463,470

－

3,480,048

経理・経営内容
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貸借対照表計上額 時　価 差　額
（単位：百万円）

（1）預け金（＊１）
（2）有価証券

　その他有価証券
（3）貸出金（＊１）

貸倒引当金（＊２）

　 金 融 資 産 計 　
（1）預金積金
（2）借用金（＊１）
　 金 融 負 債 計 　
デリバティブ取引（＊３）
ヘッジ会計が適用されていないもの
ヘッジ会計が適用されているもの

　 デ リ バ テ ィ ブ 取 引 計 　

969,606

433,038
1,434,920
△10,364
1,424,555
2,827,200
2,623,879
181,600

2,805,479

△ 0
－
△ 0

970,872

433,038

1,421,299
2,825,210
2,624,445
181,505

2,805,951

△ 0
－
△ 0

1,266

－

△3,256
△1,989

566
△94
471

－
－
－

（＊１）預け金、貸出金、借用金の「時価」には、「簡便な計算により算出した時価に代わる金
額」が含まれております。

（＊２）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。
（＊３）その他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しております。
　　 デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。

58
400
504
963

区分
子会社株式（＊１）
非上場株式（＊１）
組合出資金（＊２）
       　　合　　計

貸借対照表計上額
（単位：百万円）

（＊１）子会社株式・非上場株式については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて
困難と認められることから時価開示の対象とはしておりません。

（＊２）組合出資金のうち、組合財産が非上場株式など時価を把握することが極めて困難と認
められるもので構成されているものについては、時価開示の対象とはしておりません。

（＊1）預け金のうち、期間の定めがないものは含めておりません。
（＊2）貸出金のうち、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等、償還予定額が

見込めないもの、期間の定めがないものは含めておりません。
（注４）有利子負債の決算日後の返済予定額

（注３）金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

預け金（＊1）
有価証券
　その他有価証券のうち満期があるもの
貸出金（＊2）

合　　計

1年以内 1年超5年以内 5年超10年以内 10年超
295,600

54,531
527,053
877,184

264,110

13,507
253,757
531,374

　－

202,550
403,919
606,469

17,000

123,218
226,924
367,142

　（単位：百万円）

（＊1）預金積金のうち、期間の定めがないものは含めておりません。

借用金
預金積金（＊1）

合　　計

1年以内 1年超5年以内 5年超10年以内 10年超
6,500
75,911
82,411

175,100
1,394,770
1,569,870

－
39
39

－
2,733
2,733

（単位：百万円）

株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他
　　合　計

売却額（百万円） 売却益の合計額（百万円） 売却損の合計額（百万円）
112

25,215
1,167
1,383
22,664
1,482
26,810

17
625
109
183
332
－

642

22
266
－
－

266
17
306

１．　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
２． 　有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額
法）、子会社株式については移動平均法による原価法、その他有価証券のうち、時価のある
株式及び投資信託については決算期末1ヵ月の市場価格の平均に基づく時価法、それ以外
の時価のあるものについては決算日の市場価格等に基づく時価法（いずれも売却原価は主
として移動平均法により算定）、ただし時価を把握することが極めて困難と認められるものに
ついては移動平均法による原価法により行っております。なお、その他有価証券の評価差額
については、全部純資産直入法により処理しております。

３． 　デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。
４． 　有形固定資産の減価償却は、定率法（ただし、平成１０年４月１日以後に取得した建物（建
物附属設備を除く。）並びに平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に
ついては定額法）を採用しております。
　　また、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　　建　物　１５年～５０年
　　　その他　　５年～２０年
５． 　無形固定資産の減価償却は、定額法により償却しております。なお、自金庫利用のソフトウ
ェアについては、金庫内における利用可能期間（５年）に基づいて償却しております。

６． 　外貨建資産・負債は、主として決算日の為替相場による円換算額を付しております。
７． 　貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。
　　破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下「破綻先」という。）
に係る債権及びそれと同等の状況にある債務者（以下「実質破綻先」という。）に係る債権に
ついては、以下のなお書きに記載されている直接減額後の帳簿価額から、担保の処分可能
見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。また、現在
は経営破綻の状況にないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者（以下
「破綻懸念先」という。）に係る債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保
証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に判断し必
要と認める額を計上しております。
　　上記以外の債権については、主として今後１年間の予想損失額又は今後３年間の予想損
失額を見込んで計上しており、予想損失額は、１年間又は３年間の貸倒実績又は倒産実績を
基礎とした貸倒実績率又は倒産確率の過去の一定期間における平均値に基づき損失率を
求め、これに将来見込み等必要な修正を加えて算定しております。
　　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該
部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しております。
　　なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の
評価額及び保証による回収が可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として
債権額から直接減額しており、その金額は２６，３５６百万円であります。

８． 　賞与引当金は、職員への賞与の支払いに備えるため、職員に対する賞与の支給見込額の
うち、当事業年度に帰属する額を計上しております。

９． 　役員賞与引当金は、役員への賞与の支払いに備えるため、役員に対する賞与の支給見込
額のうち、当事業年度に帰属する額を計上しております。
10．退職給付引当金は、職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務
及び年金資産の見込額に基づき、必要額を計上しております。また、退職給付債務の算定に
あたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については期間定額
基準によっております。なお、過去勤務費用及び数理計算上の差異の費用処理方法は次のと
おりであります。
　　過去勤務費用 ：その発生時の職員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10年）に   
　　　　　　　　　　　よる定額法により費用処理
　　数理計算上の差異：各事業年度の発生時の職員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10年）に
　　　　　　　　　　　よる定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理
　　当金庫は、複数事業主（信用金庫等）により設立された企業年金制度（総合設立型厚生年
金基金）に加入しており、当金庫の拠出に対応する年金資産の額を合理的に計算することが
できないため、当該企業年金制度への拠出額を退職給付費用として処理しております。
　　なお、当該企業年金制度全体の直近の積立状況及び制度全体の拠出等に占める当金庫
の割合並びにこれらに関する補足説明は次のとおりであります。

　　①制度全体の積立状況に関する事項（令和２年３月３１日現在）
　　　　年金資産の額　　　　　　　　　　　　　１，５７５，９８０百万円
　　　　年金財政計算上の数理債務の額と
　　　　最低責任準備金の額との合計額　　　　　１，７１８，６４９百万円
　　　　差引額　　　　　　　　　　　　　　　　△１４２，６６８百万円
　　②制度全体に占める当金庫の掛金拠出割合　０．８７７５％（令和２年３月分）
　　③補足説明

　上記①の差引額の主な要因は、年金財政計算上の過去勤務債務残高１８９，３５１百万
円であります。本制度における過去勤務債務の償却方法は期間１９年の元利均等定率
償却であり、当金庫は、当事業年度の計算書類上、当該償却に充てられる特別掛金１６７
百万円を費用処理しております。
　なお、特別掛金の額は、予め定められた掛金率を掛金拠出時の標準給与の額に乗じ
ることで算定されるため、上記②の割合は当金庫の実際の負担割合とは一致しません。

１１. 役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払いに備えるため、内規に基づく期末
要支給額を計上しております。

１２． ポイント損失引当金は、顧客に付与されたポイントの使用による費用発生に備えるため、
ポイントの期末残高に対し翌期以降に利用されると見込まれるポイントに対する所要額を計
上しております。

１３． 睡眠口座払戻引当金は、負債計上を中止した預金について預金者からの払戻請求による
支払いに備えるため、過去の払戻実績に基づく将来の払戻損失見込額を計上しております。

１４． 偶発損失引当金は、信用保証協会への責任共有制度に伴う負担金の支払いに備えるた
め、将来の負担金支払見込額を計上しております。

１５． 外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、日本公認
会計士協会 業種別委員会実務指針第25号「銀行業における外貨建取引等の会計処理に関
する会計上及び監査上の取扱い」（令和2年10月8日）に規定する繰延ヘッジによっておりま
す。ヘッジ有効性評価の方法については、外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺す
る目的で行う通貨スワップ取引及び為替スワップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である
外貨建金銭債権債務等に見合うヘッジ手段の外貨ポジション相当額が存在することを確認
することによりヘッジの有効性を評価しております。

１６． 消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。
１７． 会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌
事業年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。
　貸倒引当金　１０，４５７百万円
　　貸倒引当金の算出方法は、重要な会計方針として７.に記載しております。主要な仮定は、
「債務者区分の判定における貸出先の将来の業績見通し」であります。「債務者区分の判定
における貸出先の将来の業績見通し」は、各債務者の収益獲得能力を個別に評価し、設定し
ております。また、将来の業績見通しにおいて、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う経済
への影響は一定期間継続するものの、翌事業年度以降に徐々に収束していくものと想定し
ております。
　　なお、新型コロナウイルス感染拡大の状況の変化も含め、個別貸出先の業績変化等によ
り、当初の見積りに用いた仮定が変化した場合は、翌事業年度に係る計算書類における貸倒
引当金に重要な影響を及ぼす可能性があります。
　繰延税金資産　　６，８９０百万円
　　繰延税金資産の認識は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額によって
見積っております。当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受け
る可能性があり、実際に発生した課税所得の時期及び金額が見積りと異なった場合、翌事業
年度の計算書類において、繰延税金資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。

１８． 子会社の株式総額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５８百万円

１９． 子会社に対する金銭債務総額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４６９百万円
２０． 有形固定資産の減価償却累計額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０，５８２百万円
２１． 有形固定資産の圧縮記帳額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０百万円
２２． 貸出金のうち、破綻先債権額は１，０７７百万円、延滞債権額は９４，０９６百万円であります。
　　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他
の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上し
なかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のう
ち、法人税法施行令（昭和４０年政令第９７号）第９６条第１項第３号のイからホまでに掲げる
事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。

　　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建
又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。

２３． 貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は１，９３４百万円であります。
　　なお、貸出条件緩和債権とは債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の
減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行
った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３ヵ月以上延滞債権に該当しないものであります。

２４． 破綻先債権額、延滞債権額、貸出条件緩和債権額の合計額は９７，１０７百万円であります。
なお、２２．から２４．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

２５． 手形割引は、業種別監査委員会実務指針第24号に基づき金融取引として処理しておりま
す。これにより受け入れた銀行引受手形、商業手形、荷付為替手形及び買入外国為替は、売
却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は
23，906百万円であります。

２６． 担保に供している資産は次のとおりであります。
　　担保に供している資産
　　　有価証券・・・・・・・・・・・・・・１９７，３８９百万円
　　　定期預け金・・・・・・・・・・・・・・・１，０００百万円
　　担保資産に対応する債務
　　　預金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，２９８百万円
　　　借用金・・・・・・・・・・・・・・・・・１８１，６００百万円
　　上記のほか、為替決済、支払保証委託契約等の取引の担保として、定期預け金５６，２１０百
万円を差し入れております。また、その他の資産には保証金８３４百万円が含まれています。

２７． 「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募(金融商品取引法第２条第３項)による社債
に対する当金庫の保証債務の額は４００百万円であります。

２８． 土地の再評価に関する法律（平成10年3月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の
土地の再評価を行い、評価差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係
る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」とし
て純資産の部に計上しております。
　　再評価を行った年月日・・・・・・・平成１１年３月３１日
　　同法第３条第３項に定める再評価の方法・・・地価税法第１６条に規定する地価税の課税価
格の計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めた公表方法により算
定した価額等に合理的な調整を行って算定しております。
　　同法第１０条に定める再評価を行った事業用土地の当事業年度末における時価の合計額
と当該事業用土地の再評価後の帳簿価額の合計額との差額・・・△ ４，７１８百万円

２９． 出資１口当たりの純資産額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２０円２８銭
３０． 金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針
　　当金庫は、預金業務、融資業務及び市場運用業務などの金融業務を行っております。この
ため、金利変動による不利な影響が生じないように、資産及び負債の総合的管理（ALM）をし
ております。
　　その一環として、デリバティブ取引も行っております。
（2）金融商品の内容及びそのリスク
　　当金庫が保有する金融資産は、主として事業地区内のお客様に対する貸出金です。また、
有価証券は、主に債券、投資信託及び株式であり、純投資目的及び事業推進目的で保有して
おります。
　　これらは、それぞれ発行体の信用リスク及び金利の変動リスク、市場価格の変動リスクに
晒されております。
　　一方、金融負債は主としてお客様からの預金であり、流動性リスクに晒されております。
　　また、変動金利の預金については、金利の変動リスクに晒されておりますが、当金庫にお
いて変動金利の預金はごく一部であり、その影響はほとんどありません。

　　デリバティブ取引にはALMの一環で行っている金利スワップ取引及び先物為替予約取引
があります。
　　当金庫では、金利スワップを時価評価しない特例処理（オフバランス処理）を適用しており
ます。

（3）金融商品に係るリスク管理体制
　①信用リスクの管理
　　当金庫は、信用リスク管理規程及び信用リスクに関する管理諸規程に従い、貸出金に
ついて、個別案件ごとの与信審査、与信限度額、信用情報管理、保証や担保の設定、問題
債権への対応など与信管理に関する体制を整備し運営しております。
　　これらの与信管理は、各営業店のほか融資統括部により行われ、また、定期的に経営
陣によるALM委員会や理事会を開催し、審議・報告を行っております。さらに、与信管理
の状況については、監査部がチェックしております。
　　有価証券の発行体の信用リスク及びデリバティブ取引のカウンターパーティーリスク
に関しては、資金運用部において、信用情報や時価の把握を定期的に行うことで管理し
ております。

　②市場リスクの管理
　　  ア）金利リスクの管理

当金庫は、ALMによって金利の変動リスクを管理しております。
市場リスク管理規程において、リスク管理方法や手続等の詳細を明記しており、
ALM委員会において決定された方針に基づき、理事会において実施状況の把握・確
認、今後の対応等の協議を行っています。
日常的にはリスク統括部において金融資産及び負債の金利や期間を総合的に把握

し、ギャップ分析や金利感応度分析等によりモニタリングを行い、必要に応じてALM委
員会や理事会に付議･報告しております。なお、ALMにより、金利の変動リスクをヘッ
ジするための金利スワップ取引も行っております。

　　  イ）為替リスクの管理
　　為替の変動リスクに関して、個別の案件ごとに管理しております。

　　  ウ）価格変動リスクの管理
有価証券を含む市場運用商品の保有については、ALM委員会の方針に基づき、理
事会の監督の下、市場リスク管理規程及び資金運用規程に従い行われております。
このうち、資金運用部では、市場運用商品の購入を行っており、事前審査、投資限度
額の設定のほか、継続的なモニタリングを通じて、価格変動リスクの軽減を図っており
ます。
資金運用部で保有している株式は、純投資目的及び事業推進目的で保有している

ものであり、時価の変動及び取引先の市場環境や財務状況などをモニタリングしてい
ます。
これらの情報は資金運用部を通じ、ALM委員会において定期的に報告されており
ます。

　　  エ）デリバティブ取引
デリバティブ取引に関しては、取引の執行、ヘッジ有効性の評価、事務管理に関する
部門をそれぞれ分離し、内部牽制を確立するとともに、資金運用規程に基づき実施さ
れております。

　　  オ）市場リスクに係る定量的情報
当金庫では、有価証券及び預貸金等（貸出金、預け金、預金積金他）の金利リスク量

についてＶａＲにより日次で計測し、取得したリスク量がリスク限度額の範囲内となる
よう管理しております。

貸借対照表 注記
（注）

当金庫のＶａＲは分散共分散法（保有期間250日、信頼区間99％、観測期間1年）
を採用し、実績データに基づいて貸出および定期預金の期限前償還率を反映させて
算出しています。
令和3年3月31日（当事業年度の決算日）現在で当金庫の市場リスク量（損失額の
推計値）は、全体で16,626百万円であり、市場リスク限度枠16,000百万円を超過
しました。新型コロナウイルスの影響を受けた市場のボラティリティの上昇などがリス
ク量の増加要因です。限度枠の超過を受け、規程に則りALM委員会等で対応を協議
し、管理を強化しています。
当金庫では、リスク量計測モデルが算出するＶａＲと実際の損益を比較するバックテ

スティングを日次で実施しています。令和2年度（1年間：243営業日）のバックテステ
ィングの結果、使用する計測モデルに問題がないことを確認しています。ＶａＲは過去
の相場変動をベースに統計的に算出した一定の発生確率での市場リスク量を計測し
ており、通常では考えられないほど市場環境が激変する状況下におけるリスクは捕捉
できない場合があります。

　③資金調達に係る流動性リスクの管理
　　当金庫は、ALMを通して、適時に資金管理を行うほか、資金調達手段の多様化、市場環
境を考慮した長短の調達バランスの調整などによって、流動性リスクを管理しております。

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に
算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用
しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なることもあります。
　　なお、金融商品のうち貸出金、預け金については、簡便な計算により算出した時価に代わ
る金額を開示しております。

３１． 金融商品の時価等に関する事項
　　令和3年3月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであ
ります（時価等の算定方法については（注１）参照）。なお、時価を把握することが極めて困難
と認められる非上場株式等は、次表には含めておりません（（注２）参照）。
　　また、重要性の乏しい科目については記載を省略しております。

（注１）金融商品の時価等の算定方法
金融資産
（1）預け金
　満期のない預け金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額
を時価としております。満期のある預け金については、残存期間に基づく区分ごとに、無リ
スク利子率で割り引いた現在価値を時価に代わる金額として記載しております。

（2）有価証券
　株式は取引所の価格、債券は取引所の価格又は取引金融機関から提示された価格によ
っております。投資信託は、公表されている基準価格によっております。
　自金庫保証付私募債は、その将来キャッシュ・フローを銘柄の残存期間に対応するスワッ
プ金利に信用スプレッドを加味し、割引現在価値を算定しております。

（3）貸出金
　貸出金は、以下の①～③の方法により算出し、その算出結果を時価に代わる金額として
記載しております。
①破綻懸念先債権、実質破綻先債権及び破綻先債権等、将来キャッシュ・フローの見積りが
困難な債権については、貸借対照表中の貸出金勘定に計上している額（貸倒引当金控除
前の額。以下「貸出金計上額」という。）の合計額から貸出金に対応する個別貸倒引当金
を控除した価額
②①以外のうち、証書貸付のうち変動金利によるもの、及び割引手形、手形貸付、当座貸越
は貸出金計上額
③①以外のうち、証書貸付のうち固定金利によるものは貸出金の種類及び期間に基づく
区分ごとに、元利金の合計額を同様の新規貸出を行った場合に想定される利率で割り引
いた価額

金融負債
（1）預金積金
　要求払預金については、決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみなし
ております。また、定期預金の時価は、一定期間ごとに区分して、将来のキャッシュ・フローを
割り引いて現在価値を算定しております。
　その割引率は、新規に預金を受け入れる際に使用する利率を用いております。

（2）借用金
　借用金のうち、固定金利によるものは、当該借用金の元利金の合計額を残存期間に基づ
く区分ごとに、無リスク利子率で割り引いて現在価値を算定し、その算出結果を時価に代
わる金額として記載しております。

デリバティブ取引
　為替予約は、先物為替相場によっております。金利スワップの特例処理によるものは、ヘ
ッジ対象とされている貸付金と一体として処理されているため、割引現在価値で算出した
時価は、当該貸付金の時価に含めて記載しております。

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の貸借対照表計上額は次のと
おりであり、金融商品の時価情報には含まれておりません。

　

３２． 有価証券の時価及び評価差額等に関する事項は次のとおりであります。これらには、「国
債」、「地方債」、「社債」、「株式」、「その他の証券」のほか、「買入金銭債権」が含まれております。

３３． 当事業年度中に売却したその他有価証券
 

３４． 当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し
出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資
金を貸付けることを約する契約であります。これらの契約に係る融資未実行残高は、４４，４７６
百万円であります。

３５． 繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ以下のとおりであります。
繰延税金資産
　貸倒引当金 ８，７３３ 百万円
　退職給付引当金 ３５３
　税務上の繰越欠損金 １５２
　その他 ２，１７７
　繰延税金資産小計 １１，４１６
　評価性引当額 △ ３，６３３
繰延税金資産合計 ７，７８２
繰延税金負債
　土地評価益 １２１
　有価証券評価差額金 ４８６
　固定資産圧縮積立額 ２８４
繰延税金負債合計 ８９２
繰延税金資産の純額 ６，８９０ 百万円

３６． 表示方法の変更
　　「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号 令和２年３月31日）
を当事業年度から適用し、１７.に重要な会計上の見積りに関する注記を記載しております。

３７． 追加情報
　　その他の出資金には、協同組織金融機関の優先出資に関する法律（平成５年５月12日公
布法律第44号）第15条第１項第１号の規定に基づく優先出資の消却に対応して過年度に
優先出資金から振り替えた８，３８７百万円を計上しております。

損益計算書 注記
（注）１．　記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

 ２．　子会社との取引による収益総額・・・・・・・・・・・・・・・・３８，１１５千円
　　子会社との取引による費用総額・・・・・・・・・・・・・２８６，９３６千円
 ３．　出資１口当たり当期純利益金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１円２１銭
 ４．　当期において営業用店舗について減損損失を計上しております。
　　営業用店舗については、営業店毎に継続的な収支の把握を行っていることから、基本的に
各営業店をグルーピングの最小単位としております。本部、厚生施設等については独立した
キャッシュ・フローを生み出さないことから共用資産としております。
　　このうち、改築等が決定している店舗、営業キャッシュ・フローの低下により投資額の回収
が見込めなくなった店舗について、帳簿価額を回収可能価額（正味売却価額）まで減額し、当
該減少額１６４，７２３千円を「減損損失」として特別損失に計上しております。

　　

その他有価証券

株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他

小計
株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他

小計

種類

合　　計

貸借対照表計上額（百万円） 取得原価（百万円） 差額（百万円）

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えるもの

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えないもの

881
210,450
24,835
15,988
169,626
36,920
248,253

215
148,953
29,739
26,254
92,958
43,384
192,554
440,807

527
207,574
23,690
15,770
168,114
36,308
244,411

250
150,192
30,052
26,330
93,808
44,212
194,654
439,065

354
2,875
1,144
218

1,512
611

3,842
△ 34

△ 1,238
△ 312
△ 75
△ 850
△ 827

△ 2,100
1,741
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貸借対照表計上額 時　価 差　額
（単位：百万円）

（1）預け金（＊１）
（2）有価証券

　その他有価証券
（3）貸出金（＊１）

貸倒引当金（＊２）

　 金 融 資 産 計 　
（1）預金積金
（2）借用金（＊１）
　 金 融 負 債 計 　
デリバティブ取引（＊３）
ヘッジ会計が適用されていないもの
ヘッジ会計が適用されているもの

　 デ リ バ テ ィ ブ 取 引 計 　

969,606

433,038
1,434,920
△10,364
1,424,555
2,827,200
2,623,879
181,600

2,805,479

△ 0
－
△ 0

970,872

433,038

1,421,299
2,825,210
2,624,445
181,505

2,805,951

△ 0
－
△ 0

1,266

－

△3,256
△1,989

566
△94
471

－
－
－

（＊１）預け金、貸出金、借用金の「時価」には、「簡便な計算により算出した時価に代わる金
額」が含まれております。

（＊２）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。
（＊３）その他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しております。
　　 デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。

58
400
504
963

区分
子会社株式（＊１）
非上場株式（＊１）
組合出資金（＊２）
       　　合　　計

貸借対照表計上額
（単位：百万円）

（＊１）子会社株式・非上場株式については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて
困難と認められることから時価開示の対象とはしておりません。

（＊２）組合出資金のうち、組合財産が非上場株式など時価を把握することが極めて困難と認
められるもので構成されているものについては、時価開示の対象とはしておりません。

（＊1）預け金のうち、期間の定めがないものは含めておりません。
（＊2）貸出金のうち、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等、償還予定額が

見込めないもの、期間の定めがないものは含めておりません。
（注４）有利子負債の決算日後の返済予定額

（注３）金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

預け金（＊1）
有価証券
　その他有価証券のうち満期があるもの
貸出金（＊2）

合　　計

1年以内 1年超5年以内 5年超10年以内 10年超
295,600

54,531
527,053
877,184

264,110

13,507
253,757
531,374

　－

202,550
403,919
606,469

17,000

123,218
226,924
367,142

　（単位：百万円）

（＊1）預金積金のうち、期間の定めがないものは含めておりません。

借用金
預金積金（＊1）

合　　計

1年以内 1年超5年以内 5年超10年以内 10年超
6,500
75,911
82,411

175,100
1,394,770
1,569,870

－
39
39

－
2,733
2,733

（単位：百万円）

株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他
　　合　計

売却額（百万円） 売却益の合計額（百万円） 売却損の合計額（百万円）
112

25,215
1,167
1,383
22,664
1,482
26,810

17
625
109
183
332
－

642

22
266
－
－

266
17
306

１．　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
２． 　有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額
法）、子会社株式については移動平均法による原価法、その他有価証券のうち、時価のある
株式及び投資信託については決算期末1ヵ月の市場価格の平均に基づく時価法、それ以外
の時価のあるものについては決算日の市場価格等に基づく時価法（いずれも売却原価は主
として移動平均法により算定）、ただし時価を把握することが極めて困難と認められるものに
ついては移動平均法による原価法により行っております。なお、その他有価証券の評価差額
については、全部純資産直入法により処理しております。

３． 　デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。
４． 　有形固定資産の減価償却は、定率法（ただし、平成１０年４月１日以後に取得した建物（建
物附属設備を除く。）並びに平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に
ついては定額法）を採用しております。
　　また、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　　建　物　１５年～５０年
　　　その他　　５年～２０年
５． 　無形固定資産の減価償却は、定額法により償却しております。なお、自金庫利用のソフトウ
ェアについては、金庫内における利用可能期間（５年）に基づいて償却しております。

６． 　外貨建資産・負債は、主として決算日の為替相場による円換算額を付しております。
７． 　貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。
　　破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下「破綻先」という。）
に係る債権及びそれと同等の状況にある債務者（以下「実質破綻先」という。）に係る債権に
ついては、以下のなお書きに記載されている直接減額後の帳簿価額から、担保の処分可能
見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。また、現在
は経営破綻の状況にないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者（以下
「破綻懸念先」という。）に係る債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保
証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に判断し必
要と認める額を計上しております。

　　上記以外の債権については、主として今後１年間の予想損失額又は今後３年間の予想損
失額を見込んで計上しており、予想損失額は、１年間又は３年間の貸倒実績又は倒産実績を
基礎とした貸倒実績率又は倒産確率の過去の一定期間における平均値に基づき損失率を
求め、これに将来見込み等必要な修正を加えて算定しております。
　　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該
部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しております。
　　なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の
評価額及び保証による回収が可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として
債権額から直接減額しており、その金額は２６，３５６百万円であります。

８． 　賞与引当金は、職員への賞与の支払いに備えるため、職員に対する賞与の支給見込額の
うち、当事業年度に帰属する額を計上しております。

９． 　役員賞与引当金は、役員への賞与の支払いに備えるため、役員に対する賞与の支給見込
額のうち、当事業年度に帰属する額を計上しております。
10．退職給付引当金は、職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務
及び年金資産の見込額に基づき、必要額を計上しております。また、退職給付債務の算定に
あたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については期間定額
基準によっております。なお、過去勤務費用及び数理計算上の差異の費用処理方法は次のと
おりであります。
　　過去勤務費用 ：その発生時の職員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10年）に   
　　　　　　　　　　　よる定額法により費用処理
　　数理計算上の差異：各事業年度の発生時の職員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10年）に
　　　　　　　　　　　よる定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理
　　当金庫は、複数事業主（信用金庫等）により設立された企業年金制度（総合設立型厚生年
金基金）に加入しており、当金庫の拠出に対応する年金資産の額を合理的に計算することが
できないため、当該企業年金制度への拠出額を退職給付費用として処理しております。
　　なお、当該企業年金制度全体の直近の積立状況及び制度全体の拠出等に占める当金庫
の割合並びにこれらに関する補足説明は次のとおりであります。
　　①制度全体の積立状況に関する事項（令和２年３月３１日現在）
　　　　年金資産の額　　　　　　　　　　　　　１，５７５，９８０百万円
　　　　年金財政計算上の数理債務の額と
　　　　最低責任準備金の額との合計額　　　　　１，７１８，６４９百万円
　　　　差引額　　　　　　　　　　　　　　　　△１４２，６６８百万円
　　②制度全体に占める当金庫の掛金拠出割合　０．８７７５％（令和２年３月分）
　　③補足説明

　上記①の差引額の主な要因は、年金財政計算上の過去勤務債務残高１８９，３５１百万
円であります。本制度における過去勤務債務の償却方法は期間１９年の元利均等定率
償却であり、当金庫は、当事業年度の計算書類上、当該償却に充てられる特別掛金１６７
百万円を費用処理しております。
　なお、特別掛金の額は、予め定められた掛金率を掛金拠出時の標準給与の額に乗じ
ることで算定されるため、上記②の割合は当金庫の実際の負担割合とは一致しません。

１１. 役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払いに備えるため、内規に基づく期末
要支給額を計上しております。

１２． ポイント損失引当金は、顧客に付与されたポイントの使用による費用発生に備えるため、
ポイントの期末残高に対し翌期以降に利用されると見込まれるポイントに対する所要額を計
上しております。

１３． 睡眠口座払戻引当金は、負債計上を中止した預金について預金者からの払戻請求による
支払いに備えるため、過去の払戻実績に基づく将来の払戻損失見込額を計上しております。

１４． 偶発損失引当金は、信用保証協会への責任共有制度に伴う負担金の支払いに備えるた
め、将来の負担金支払見込額を計上しております。

１５． 外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、日本公認
会計士協会 業種別委員会実務指針第25号「銀行業における外貨建取引等の会計処理に関
する会計上及び監査上の取扱い」（令和2年10月8日）に規定する繰延ヘッジによっておりま
す。ヘッジ有効性評価の方法については、外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺す
る目的で行う通貨スワップ取引及び為替スワップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である
外貨建金銭債権債務等に見合うヘッジ手段の外貨ポジション相当額が存在することを確認
することによりヘッジの有効性を評価しております。

１６． 消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。
１７． 会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌
事業年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。
　貸倒引当金　１０，４５７百万円
　　貸倒引当金の算出方法は、重要な会計方針として７.に記載しております。主要な仮定は、
「債務者区分の判定における貸出先の将来の業績見通し」であります。「債務者区分の判定
における貸出先の将来の業績見通し」は、各債務者の収益獲得能力を個別に評価し、設定し
ております。また、将来の業績見通しにおいて、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う経済
への影響は一定期間継続するものの、翌事業年度以降に徐々に収束していくものと想定し
ております。
　　なお、新型コロナウイルス感染拡大の状況の変化も含め、個別貸出先の業績変化等によ
り、当初の見積りに用いた仮定が変化した場合は、翌事業年度に係る計算書類における貸倒
引当金に重要な影響を及ぼす可能性があります。
　繰延税金資産　　６，８９０百万円
　　繰延税金資産の認識は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額によって
見積っております。当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受け
る可能性があり、実際に発生した課税所得の時期及び金額が見積りと異なった場合、翌事業
年度の計算書類において、繰延税金資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。

１８． 子会社の株式総額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５８百万円

１９． 子会社に対する金銭債務総額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４６９百万円
２０． 有形固定資産の減価償却累計額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０，５８２百万円
２１． 有形固定資産の圧縮記帳額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０百万円
２２． 貸出金のうち、破綻先債権額は１，０７７百万円、延滞債権額は９４，０９６百万円であります。
　　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他
の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上し
なかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のう
ち、法人税法施行令（昭和４０年政令第９７号）第９６条第１項第３号のイからホまでに掲げる
事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。
　　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建
又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。

２３． 貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は１，９３４百万円であります。
　　なお、貸出条件緩和債権とは債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の
減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行
った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３ヵ月以上延滞債権に該当しないものであります。

２４． 破綻先債権額、延滞債権額、貸出条件緩和債権額の合計額は９７，１０７百万円であります。
なお、２２．から２４．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

２５． 手形割引は、業種別監査委員会実務指針第24号に基づき金融取引として処理しておりま
す。これにより受け入れた銀行引受手形、商業手形、荷付為替手形及び買入外国為替は、売
却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は
23，906百万円であります。

２６． 担保に供している資産は次のとおりであります。
　　担保に供している資産
　　　有価証券・・・・・・・・・・・・・・１９７，３８９百万円
　　　定期預け金・・・・・・・・・・・・・・・１，０００百万円
　　担保資産に対応する債務
　　　預金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，２９８百万円
　　　借用金・・・・・・・・・・・・・・・・・１８１，６００百万円
　　上記のほか、為替決済、支払保証委託契約等の取引の担保として、定期預け金５６，２１０百
万円を差し入れております。また、その他の資産には保証金８３４百万円が含まれています。

２７． 「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募(金融商品取引法第２条第３項)による社債
に対する当金庫の保証債務の額は４００百万円であります。

２８． 土地の再評価に関する法律（平成10年3月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の
土地の再評価を行い、評価差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係
る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」とし
て純資産の部に計上しております。
　　再評価を行った年月日・・・・・・・平成１１年３月３１日
　　同法第３条第３項に定める再評価の方法・・・地価税法第１６条に規定する地価税の課税価
格の計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めた公表方法により算
定した価額等に合理的な調整を行って算定しております。
　　同法第１０条に定める再評価を行った事業用土地の当事業年度末における時価の合計額
と当該事業用土地の再評価後の帳簿価額の合計額との差額・・・△ ４，７１８百万円

２９． 出資１口当たりの純資産額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２０円２８銭
３０． 金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針
　　当金庫は、預金業務、融資業務及び市場運用業務などの金融業務を行っております。この
ため、金利変動による不利な影響が生じないように、資産及び負債の総合的管理（ALM）をし
ております。
　　その一環として、デリバティブ取引も行っております。
（2）金融商品の内容及びそのリスク
　　当金庫が保有する金融資産は、主として事業地区内のお客様に対する貸出金です。また、
有価証券は、主に債券、投資信託及び株式であり、純投資目的及び事業推進目的で保有して
おります。
　　これらは、それぞれ発行体の信用リスク及び金利の変動リスク、市場価格の変動リスクに
晒されております。
　　一方、金融負債は主としてお客様からの預金であり、流動性リスクに晒されております。
　　また、変動金利の預金については、金利の変動リスクに晒されておりますが、当金庫にお
いて変動金利の預金はごく一部であり、その影響はほとんどありません。
　　デリバティブ取引にはALMの一環で行っている金利スワップ取引及び先物為替予約取引
があります。
　　当金庫では、金利スワップを時価評価しない特例処理（オフバランス処理）を適用しており
ます。

（3）金融商品に係るリスク管理体制
　①信用リスクの管理
　　当金庫は、信用リスク管理規程及び信用リスクに関する管理諸規程に従い、貸出金に
ついて、個別案件ごとの与信審査、与信限度額、信用情報管理、保証や担保の設定、問題
債権への対応など与信管理に関する体制を整備し運営しております。
　　これらの与信管理は、各営業店のほか融資統括部により行われ、また、定期的に経営
陣によるALM委員会や理事会を開催し、審議・報告を行っております。さらに、与信管理
の状況については、監査部がチェックしております。

　　有価証券の発行体の信用リスク及びデリバティブ取引のカウンターパーティーリスク
に関しては、資金運用部において、信用情報や時価の把握を定期的に行うことで管理し
ております。

　②市場リスクの管理
　　  ア）金利リスクの管理

当金庫は、ALMによって金利の変動リスクを管理しております。
市場リスク管理規程において、リスク管理方法や手続等の詳細を明記しており、
ALM委員会において決定された方針に基づき、理事会において実施状況の把握・確
認、今後の対応等の協議を行っています。
日常的にはリスク統括部において金融資産及び負債の金利や期間を総合的に把握

し、ギャップ分析や金利感応度分析等によりモニタリングを行い、必要に応じてALM委
員会や理事会に付議･報告しております。なお、ALMにより、金利の変動リスクをヘッ
ジするための金利スワップ取引も行っております。

　　  イ）為替リスクの管理
　　為替の変動リスクに関して、個別の案件ごとに管理しております。

　　  ウ）価格変動リスクの管理
有価証券を含む市場運用商品の保有については、ALM委員会の方針に基づき、理
事会の監督の下、市場リスク管理規程及び資金運用規程に従い行われております。
このうち、資金運用部では、市場運用商品の購入を行っており、事前審査、投資限度
額の設定のほか、継続的なモニタリングを通じて、価格変動リスクの軽減を図っており
ます。
資金運用部で保有している株式は、純投資目的及び事業推進目的で保有している

ものであり、時価の変動及び取引先の市場環境や財務状況などをモニタリングしてい
ます。
これらの情報は資金運用部を通じ、ALM委員会において定期的に報告されており
ます。

　　  エ）デリバティブ取引
デリバティブ取引に関しては、取引の執行、ヘッジ有効性の評価、事務管理に関する
部門をそれぞれ分離し、内部牽制を確立するとともに、資金運用規程に基づき実施さ
れております。

　　  オ）市場リスクに係る定量的情報
当金庫では、有価証券及び預貸金等（貸出金、預け金、預金積金他）の金利リスク量

についてＶａＲにより日次で計測し、取得したリスク量がリスク限度額の範囲内となる
よう管理しております。

貸借対照表 注記
（注）

当金庫のＶａＲは分散共分散法（保有期間250日、信頼区間99％、観測期間1年）
を採用し、実績データに基づいて貸出および定期預金の期限前償還率を反映させて
算出しています。
令和3年3月31日（当事業年度の決算日）現在で当金庫の市場リスク量（損失額の
推計値）は、全体で16,626百万円であり、市場リスク限度枠16,000百万円を超過
しました。新型コロナウイルスの影響を受けた市場のボラティリティの上昇などがリス
ク量の増加要因です。限度枠の超過を受け、規程に則りALM委員会等で対応を協議
し、管理を強化しています。
当金庫では、リスク量計測モデルが算出するＶａＲと実際の損益を比較するバックテ

スティングを日次で実施しています。令和2年度（1年間：243営業日）のバックテステ
ィングの結果、使用する計測モデルに問題がないことを確認しています。ＶａＲは過去
の相場変動をベースに統計的に算出した一定の発生確率での市場リスク量を計測し
ており、通常では考えられないほど市場環境が激変する状況下におけるリスクは捕捉
できない場合があります。

　③資金調達に係る流動性リスクの管理
　　当金庫は、ALMを通して、適時に資金管理を行うほか、資金調達手段の多様化、市場環
境を考慮した長短の調達バランスの調整などによって、流動性リスクを管理しております。

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に
算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用
しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なることもあります。
　　なお、金融商品のうち貸出金、預け金については、簡便な計算により算出した時価に代わ
る金額を開示しております。

３１． 金融商品の時価等に関する事項
　　令和3年3月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであ
ります（時価等の算定方法については（注１）参照）。なお、時価を把握することが極めて困難
と認められる非上場株式等は、次表には含めておりません（（注２）参照）。
　　また、重要性の乏しい科目については記載を省略しております。

（注１）金融商品の時価等の算定方法
金融資産
（1）預け金
　満期のない預け金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額
を時価としております。満期のある預け金については、残存期間に基づく区分ごとに、無リ
スク利子率で割り引いた現在価値を時価に代わる金額として記載しております。

（2）有価証券
　株式は取引所の価格、債券は取引所の価格又は取引金融機関から提示された価格によ
っております。投資信託は、公表されている基準価格によっております。
　自金庫保証付私募債は、その将来キャッシュ・フローを銘柄の残存期間に対応するスワッ
プ金利に信用スプレッドを加味し、割引現在価値を算定しております。

（3）貸出金
　貸出金は、以下の①～③の方法により算出し、その算出結果を時価に代わる金額として
記載しております。
①破綻懸念先債権、実質破綻先債権及び破綻先債権等、将来キャッシュ・フローの見積りが
困難な債権については、貸借対照表中の貸出金勘定に計上している額（貸倒引当金控除
前の額。以下「貸出金計上額」という。）の合計額から貸出金に対応する個別貸倒引当金
を控除した価額
②①以外のうち、証書貸付のうち変動金利によるもの、及び割引手形、手形貸付、当座貸越
は貸出金計上額
③①以外のうち、証書貸付のうち固定金利によるものは貸出金の種類及び期間に基づく
区分ごとに、元利金の合計額を同様の新規貸出を行った場合に想定される利率で割り引
いた価額

金融負債
（1）預金積金
　要求払預金については、決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみなし
ております。また、定期預金の時価は、一定期間ごとに区分して、将来のキャッシュ・フローを
割り引いて現在価値を算定しております。
　その割引率は、新規に預金を受け入れる際に使用する利率を用いております。

（2）借用金
　借用金のうち、固定金利によるものは、当該借用金の元利金の合計額を残存期間に基づ
く区分ごとに、無リスク利子率で割り引いて現在価値を算定し、その算出結果を時価に代
わる金額として記載しております。

デリバティブ取引
　為替予約は、先物為替相場によっております。金利スワップの特例処理によるものは、ヘ
ッジ対象とされている貸付金と一体として処理されているため、割引現在価値で算出した
時価は、当該貸付金の時価に含めて記載しております。

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の貸借対照表計上額は次のと
おりであり、金融商品の時価情報には含まれておりません。

　

３２． 有価証券の時価及び評価差額等に関する事項は次のとおりであります。これらには、「国
債」、「地方債」、「社債」、「株式」、「その他の証券」のほか、「買入金銭債権」が含まれております。

３３． 当事業年度中に売却したその他有価証券
 

３４． 当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し
出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資
金を貸付けることを約する契約であります。これらの契約に係る融資未実行残高は、４４，４７６
百万円であります。

３５． 繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ以下のとおりであります。
繰延税金資産
　貸倒引当金 ８，７３３ 百万円
　退職給付引当金 ３５３
　税務上の繰越欠損金 １５２
　その他 ２，１７７
　繰延税金資産小計 １１，４１６
　評価性引当額 △ ３，６３３
繰延税金資産合計 ７，７８２
繰延税金負債
　土地評価益 １２１
　有価証券評価差額金 ４８６
　固定資産圧縮積立額 ２８４
繰延税金負債合計 ８９２
繰延税金資産の純額 ６，８９０ 百万円

３６． 表示方法の変更
　　「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号 令和２年３月31日）
を当事業年度から適用し、１７.に重要な会計上の見積りに関する注記を記載しております。

３７． 追加情報
　　その他の出資金には、協同組織金融機関の優先出資に関する法律（平成５年５月12日公
布法律第44号）第15条第１項第１号の規定に基づく優先出資の消却に対応して過年度に
優先出資金から振り替えた８，３８７百万円を計上しております。

損益計算書 注記
（注）１．　記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

 ２．　子会社との取引による収益総額・・・・・・・・・・・・・・・・３８，１１５千円
　　子会社との取引による費用総額・・・・・・・・・・・・・２８６，９３６千円
 ３．　出資１口当たり当期純利益金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１円２１銭
 ４．　当期において営業用店舗について減損損失を計上しております。
　　営業用店舗については、営業店毎に継続的な収支の把握を行っていることから、基本的に
各営業店をグルーピングの最小単位としております。本部、厚生施設等については独立した
キャッシュ・フローを生み出さないことから共用資産としております。
　　このうち、改築等が決定している店舗、営業キャッシュ・フローの低下により投資額の回収
が見込めなくなった店舗について、帳簿価額を回収可能価額（正味売却価額）まで減額し、当
該減少額１６４，７２３千円を「減損損失」として特別損失に計上しております。

　　

その他有価証券

株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他

小計
株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他

小計

種類

合　　計

貸借対照表計上額（百万円） 取得原価（百万円） 差額（百万円）

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えるもの

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えないもの

881
210,450
24,835
15,988
169,626
36,920
248,253

215
148,953
29,739
26,254
92,958
43,384
192,554
440,807

527
207,574
23,690
15,770
168,114
36,308
244,411

250
150,192
30,052
26,330
93,808
44,212
194,654
439,065

354
2,875
1,144
218

1,512
611

3,842
△ 34

△ 1,238
△ 312
△ 75
△ 850
△ 827

△ 2,100
1,741
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剰余金処分計算書 （単位：円）
科　目 令和２年度

当期未処分剰余金
剰余金処分額
利益準備金
普通出資に対する配当金
優先出資に対する配当金（平成16年3月発行分）
優先出資に対する配当金（平成18年3月発行分）
特別積立金
繰越金（当期末残高）

3,448,863,974
3,252,897,130
400,000,000
278,872,130
15,750,000
58,275,000

2,500,000,000
195,966,844

令和元年度
3,480,048,213
3,256,669,128
400,000,000
282,644,128
15,750,000
58,275,000

2,500,000,000
223,379,085

役職員の報酬体系について

財務諸表の適正性について

　令和２年度における貸借対照表、損益計算書および剰余金処分計算書（以下、「財務諸表」という。）の適正性、

および財務諸表作成にかかる内部監査の有効性を確認しております。

令和3年5月31日
大阪シティ信用金庫

理事長　髙 橋 知 史

１． 対象役員
　当金庫における報酬体系の開示対象となる「対象役員」は、理事および監事をい
います。対象役員に対する報酬等は、職務執行の対価として支払う「基本報酬」およ
び「賞与」、在任期間中の職務執行および特別功労の対価として退任時に支払う
「退職慰労金」で構成されております。

（１）報酬体系の概要
【基本報酬および賞与】
　非常勤を含む全役員の基本報酬および賞与につきましては、総代会におい
て、理事全員および監事全員それぞれの支払総額の最高限度額を決定してお
ります。
　そのうえで、各理事の基本報酬額につきましては役位や在任年数等を、各理
事の賞与額については前年度の業績等をそれぞれ勘案し、当金庫の理事会に
おいて決定しております。また、各監事の基本報酬額および賞与額につきまし
ては、監事の協議により決定しております。

【退職慰労金】
　退職慰労金につきましては、在任期間中に毎期引当金を計上し、退任時に総
代会で承認を得た後、支払っております。
　なお、当金庫では、全役員に適用される退職慰労金の支払いに関して、主とし
て次の事項を規程で定めております。
　ａ．決定方法　　ｂ．決定時期と支払時期

（２）令和２年度における対象役員に対する報酬等の支払総額

（注）１． 対象役員に該当する理事は11名、監事は3名です。
２． 上記の内訳は、「基本報酬」236百万円、「賞与」45百万円、「退職慰労
金」45百万円となっております。

　令和元年度および2年度の貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分計算書は、信用金庫法第３８条の２第３項の規定に

基づき、ひびき監査法人の監査を受けております。

　 なお、「賞与」は当年度中に支払った賞与のうち当年度に帰属する部分
の金額（過年度に繰り入れた引当金分を除く）と当年度に繰り入れた役
員賞与引当金の合計額です。

　  「退職慰労金」は、当年度中に支払った退職慰労金（過年度に繰り入れ
た引当金分を除く）と当年度に繰り入れた役員退職慰労引当金の合計
額です。

３． 使用人兼務役員の使用人としての報酬等を含めております。

（３）その他
　「信用金庫法施行規則第１３２条第１項第６号等の規定に基づき、報酬等に関
する事項であって、信用金庫等の業務の運営または財産の状況に重要な影響
を与えるものとして金融庁長官が別に定めるものを定める件」（平成２４年３月
２９日付金融庁告示第２２号）第２条第１項第３号および第６号ならびに第３条第
１項第３号および第６号に該当する事項はありませんでした。

２． 対象職員等
　当金庫における報酬体系の開示対象となる「対象職員等」は、当金庫の職員、当
金庫の主要な連結子法人等の役職員であって、対象役員が受ける報酬等と同等額
以上の報酬等を受ける者のうち、当金庫の業務および財産の状況に重要な影響を
与える者をいいます。
　なお、令和２年度において、対象職員等に該当する者はいませんでした。

（注）1. 対象職員等には、期中に退任・退職した者も含めております。
2. 「主要な連結子法人等」とは、当金庫の連結子法人等のうち、当金庫の連結
総資産に対して２％以上の資産を有する会社等をいいます。

　 なお、令和２年度においては、該当する会社はありませんでした。
3. 「同等額」は、令和２年度に対象役員に支払った報酬等の平均額としており
ます。

4. 令和２年度において対象役員が受ける報酬等と同等額以上の報酬等を受
ける者はいませんでした。

以上

区分 支払総額

（単位：百万円）

対象役員に対する報酬等 ３２7

預金平均残高 （単位：百万円）

定期預金の固定・変動金利別残高 （単位：百万円）

貸出金平均残高 (単位：百万円、%)

貸出金の固定・変動金利別残高 (単位：百万円、％)

貸出金担保別内訳 (単位：百万円、％)

流動性預金
定期性預金
その他外貨預金等

令和2年度
1,131,386
1,508,145

864
2,640,396

令和元年度
866,859
1,578,472
1,441

2,446,774合　計

預金

（注）1．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金＋別段預金＋納税準備預金
2．定期性預金＝定期預金＋定期積金
3．国内業務部門と国際業務部門の区別はしておりません。

令和3年３月末
固定金利定期預金
変動金利定期預金
その他定期預金

1,426,801
53
20

令和２年３月末
1,467,459

59
21

（注）1．固定金利定期預金：預入時に満期日までの利率が確定する定期預金
2．変動金利定期預金：預入期間中の市場金利の変化に応じて金利が変動する定期預金 

割引手形
手形貸付
証書貸付
当座貸越

令和2年度

27,672
15,669

1,320,032
18,154

1,381,528

構成比

2.0
1.1
95.6
1.3

100.0合　計

長期貸出
固定
変動
短期貸出
固定
変動
当座貸越
固定
変動

固定
変動

令和3年3月末 構成比

合　計

預金
有価証券
不動産
その他
保証協会等保証
保証
信用

令和3年3月末
39,352
801

323,414
354

623,494
111,724
335,777
1,434,920

構成比
2.7
0.1
22.5
0.0
43.5
7.8
23.4
100.0合　計

貸出金等

（注）短期貸出＝割引手形＋手形貸付＋外貨手形貸付

1,382,234
584,849
797,385
35,525
35,525

－
17,160
16,048
1,112

1,434,920
636,422
798,498

96.3
40.7
55.6
2.5
2.5
－
1.2
1.1
0.1

100.0
44.4
55.6

令和元年度

40,682
22,021

1,192,037
20,083

1,274,824

構成比

3.2
1.7
93.5
1.6

100.0

令和2年3月末 構成比

令和2年3月末
46,162
851

343,558
291

343,621
134,057
414,421
1,282,963

構成比
3.6
0.1
26.8
0.0
26.8
10.4
32.3
100.0

1,199,824
305,359
894,465
60,965
60,965

－
22,172
20,580
1,592

1,282,963
386,905
896,058

93.5
23.8
69.7
4.8
4.8
－
1.7
1.6
0.1

100.0
30.2
69.8




